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○文化施設等自動車駐車場条例施行規則 

平成２７年３月２７日 

規則第５７号 

改正 平成２８年３月２８日規則第４４号 

平成２８年１０月３１日規則第１０４号 

平成３０年３月１４日規則第１０号 

（目的） 

第１条 この規則は，文化施設等自動車駐車場条例（平成１２年豊中市条例第４３号。以下

「条例」という。）の施行について必要な事項を定めることを目的とする。 

（利用日） 

第２条 文化施設等駐車場を利用することができる日は，文化施設等駐車場の利用対象施設

のいずれかが開館している日とする。 

（利用時間） 

第３条 文化施設等駐車場の利用時間は，次の各号に掲げる文化施設等駐車場の区分に応じ，

当該各号に定めるとおりとする。ただし，市長が特に必要があると認めるときは，これを

短縮し，又は延長することができる。 

(１) 豊中市立文化芸術センター等駐車場 午前８時から午後１０時３０分まで（入場時

間は，午後１０時まで） 

(２) 武道館ひびき等駐車場 午前８時から午後１０時まで（入場時間は，午後９時３０

分まで） 

(３) 庄内体育館等駐車場 午前８時から午後１０時３０分まで（入場時間は，午後１０

時まで） 

（駐車することができる自動車） 

第４条 条例第３条に規定する文化施設等駐車場に駐車することができる自動車は，次の各

号に掲げる文化施設等駐車場の区分に応じ，当該各号に定めるとおりとする。 

(１) 豊中市立文化芸術センター等駐車場 道路交通法施行規則（昭和３５年総理府令第

６０号）第２条の表に規定する普通自動車（以下この項において「普通自動車」という。）

のうち，長さ５．３メートル，幅１．９メートル，高さ２．１メートル及び重量２．３

トン以下（それぞれ物品等の積載物を含む。）のもの 

(２) 武道館ひびき等駐車場 普通自動車のうち，長さ５メートル，幅１．９メートル，

高さ２．８メートル及び重量２．３トン以下（それぞれ物品等の積載物を含む。）のも
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の 

(３) 庄内体育館等駐車場 普通自動車のうち，長さ４．９メートル，幅１．７５メート

ル，高さ１．５５メートル及び重量１．７トン以下（それぞれ物品等の積載物を含む。）

のもの 

２ 前項に規定する自動車以外の自動車については，事前に市長の承認を受けなければ駐車

することができない。 

（駐車料金の不徴収） 

第５条 条例第４条第２項の規定により，次のいずれかに該当する場合は，文化施設等駐車

場の駐車料金（以下「料金」という。）を徴収しない。 

(１) 災害救助，人命救助（救急業務を含む。），水防活動，消火活動のために使用する

自動車を駐車させるとき。 

(２) 緊急を要する電気，ガス，水道等の復旧作業を行うために使用する自動車を駐車さ

せるとき。 

(３) その他緊急を要する公務を行うため，市長が特に必要と認める自動車を駐車させる

とき。 

（料金の徴収方法） 

第６条 料金は，文化施設等駐車場に入場の際に交付した駐車券によって，出場の際に精算

を行い，現金により徴収する。 

２ 文化施設等駐車場を利用する者は，前項の駐車券を紛失したとき又は破損，汚損等によ

り料金精算機を利用できないときは，直ちにその旨を市長に届け出なければならない。 

３ 市長は，前項の規定による届出があったときは，入場時間を確認し，料金の精算その他

の出場に必要な措置を講じるものとする。この場合において，入場時間を確認できないと

きは，入場日の利用時間当初から入場したものとみなす。 

（料金の減免） 

第７条 条例第５条第２項の規定による料金の減免は，次に定めるとおりとする。 

(１) 文化施設等駐車場の管理業務に使用する自動車を駐車させるとき 免除 

(２) 国又は地方公共団体の職員が公務を行うため使用する自動車を駐車させるとき 

免除 

(３) 身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）に基づく身体障害者手帳，国が定

める療育手帳制度要綱（昭和４８年厚生省発児第１５６号）に基づく療育手帳又は精神

保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和２５年法律第１２３号）に基づく精神障害
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者保健福祉手帳の交付を受けている者その他市長がこれらの者に準ずると認める者が

運転し，又は同乗している自動車を駐車させるとき 免除 

(４) 市が主催し，又は後援するスポーツ及びレクリエーションに関する事業であって，

市長が指定するものについて，当該事業の運営役員等が使用する自動車を駐車させると

き 免除 

(５) 市内に居住する６５歳以上の者であって，豊島体育館，庄内体育館若しくは武道館

ひびきを個人使用し，又は当該施設において市が実施するスポーツ及びレクリエーショ

ンに関する教室，講習会等を受講するものが使用する自動車を駐車させる場合であって，

当該駐車時間が３０分を超えるとき １００円減額 

(６) その他市長が特別の理由があると認めるとき 免除又はその都度市長の定める割

合の減額 

２ 前項に規定する料金の減免を受けようとする者は，事前に又は入場後精算までの間に，

市長に駐車料金減免申込書を提出して，その承認を受けなければならない。ただし，市長

がやむを得ない理由があると認めるときは，駐車料金減免申込書によらず，市長が別に定

める方法により申込みを行うことができる。 

３ 市長は，前項の規定により料金の減免を決定したときは，当該申込者が交付を受けた駐

車券の処理等を行うものとする。 

（駐車場への入場制限） 

第８条 条例第７条第３号の市規則で定めるときは，次のとおりとする。 

(１) 著しい騒音を発しているとき。 

(２) その他文化施設等駐車場の管理に支障があると認められるとき。 

（禁止行為） 

第９条 条例第８条第３号の文化施設等駐車場の管理に関し市長が定める行為は，次のとお

りとする。 

(１) 火気を使用すること。 

(２) みだりに騒音を発すること。 

(３) 前２号に掲げるもののほか，文化施設等駐車場の管理に支障があると認められるこ

と。 

（指定管理者の指定手続） 

第１０条 市長は，指定管理者を指定しようとするときは，当該指定しようとする法人その

他の団体に次に掲げる書類の提出を求めるものとする。 
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(１) 指定管理者指定申込書 

(２) 事業計画書 

(３) 条例第１１条第２項各号に掲げる業務（以下「指定管理業務」という。）に関する

収支計画書 

(４) 文化施設等駐車場に関する管理体制計画書 

(５) 法人にあっては，登記事項証明書 

(６) 当該法人等の役員又は代表者その他これらに準ずる者の名簿 

(７) 当該法人等の事業の概要を記載した書類 

(８) 市長が指定する事業年度の当該法人等に関する事業報告書，貸借対照表及び損益計

算書又はこれらに類するもの 

(９) 第１号の申込書を提出する日の属する事業年度の当該法人等に関する事業計画書

及び収支予算書又はこれらに類するもの 

(10) その他市長が必要と認める書類 

（申込書等の様式） 

第１１条 この規則による駐車券，申込書その他の書類の様式については，市長が別に定め

る。 

（施行細目） 

第１２条 この規則に定めるもののほか，この規則の施行について必要な事項は，市長が別

に定める。 

附 則 

１ この規則は，平成２７年４月１日から施行する。 

２ この規則の施行の日から平成２８年３月３１日までの間，第９条の規定の適用について

は，同条第３号中「条例第６条第２項各号」とあるのは，「文化施設等自動車駐車場条例

の一部を改正する条例（平成２６年豊中市条例第６９号）第１条の規定による改正後の条

例第６条第２項各号」とする。 

附 則（平成２８年３月２８日規則第４４号） 

この規則は，平成２８年４月１日から施行する。 

附 則（平成２８年１０月３１日規則第１０４号） 

この規則は，平成２８年１１月１日から施行する。 

附 則（平成３０年３月１４日規則第１０号） 

この規則は，公布の日から施行する。 
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